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はじめにお読みください  
 

PRIMEQUEST 2000 シリーズ本体ファームウェアアップデートの適用について 
 

2016年 3月 
富士通株式会社 

 
1 本文書について 
本文書は PRIMEQUEST 2000シリーズ本体ファームウェアアップデートの適用について述べます。
本体ファームウェアは以下の 3種で構成されます。 

 ・BIOS ファームウェア 
 ・BMC ファームウェア 
 ・MMB ファームウェア 
 
2 アップデート対象機種 
下記表は PRIMEQUEST2000 シリーズのモデル名とアップデートで適用するファームウェアの版数
です。Web-UI を使って３種のファームウェアを一括してアップデートします。 

 
PRIMEQUEST 2000 シリーズ 

モデル名 
ファームウェア版数 
(アップデート後) 

2400S2 Lite 

BB16021 

2400S2 
2400E2 
2400L2 
2800E2 
2800L2 
 
3 必要部材 
ファームウェアアップデートのため以下の部材が必要です。 
・手順書 

 PRIMEQUEST2000 ファームウェアアップデート手順書.pdf 
 
・ファームウェアファイル  

 PRIMEQUEST_BB16021.tar.gz 
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4 修正内容 
提供時期 ファームウェア版数 修正内容 
2016/3 BB16021 VMware 5.5 u3b、VMware 6.0 u1b をサポート 

 
パーティションの電源投入後、PCIe link が downするハード故障が
発生し、PCIe スイッチ配下の PCIe デバイスが認識できない状態に
陥った場合の故障通知レベルを変更（warning レベル→error レ
ベル） 
 
Undetermined hardware fatal error再発時のエラー記録処
理の改善 
 
パーティション電源投入時、OS 起動時に、アレイコントローラのハード
故障(Adapter missing after reboot)をMMB が検知できなか
った問題の修正 
 
MMB web-UI上で sshの port番号設定を port=22以外に変
更した後、該当装置の AC電源を off/on した場合、MMB と BMC
間の通信を確立することができなくなる問題の修正 
 
Dynamic Reconfiguration で SB/IOU のリソースを追加または
削除を実施した場合の稼働 PSU 台数を適切に設定できない場合
がある問題の修正 
 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅰ. 1. (17) 
- Ⅰ. 1. (19) 
- Ⅰ. 10. 

2016/1 BB15122 RHEL7.2(Red Hat Enterprise Linux 7.2)をサポート 
 
OCLINKチャネルカードまたは BMCチャネルカードを搭載した装置に
おいて、OS ブート実行時における該当カード(OCLINK カードまたは
BMC カード)初期化処理の改善 
 
BMC ファームウェアのアップデート後、初回の Text Console 
Redirection 接続において、該当パーティションの電源投入を行った
際、UEFI メニューでカーソルキー操作が正常に動作しない場合があ
る問題の修正 
 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅱ. 1. (2) 
- Ⅱ. 2. (5) 

2015/12 BB15114 PCI-Box を含んだ拡張パーティション構成において、PCI-Box に搭
載れているカードの PCI Hot Plug機能をサポート 
 
VMware 5.5 u3a をサポート 
 
SEL(System Event Log)で採取される BIOS ログに、パーティショ
ン操作時の時刻情報を追加 



- 3 - 
 

提供時期 ファームウェア版数 修正内容 
 
SELにPCI Expressスイッチのレジスタダンプを採取する機能を追加 
 
拡張パーティション構成で、SVOM(ServerView Operations 
Manager)などのサーバ監視ソフトウェアから DIMM 容量や DIMM 
Slot 番号を確認したとき、それらの情報が正しく表示されない場合が
ある問題の修正 
 
MMB が高負荷状態でパーティション構成変更を行った際、BIOS の
NVRAM 情報更新に失敗し、それ以降のパーティション起動で、
"Watchdog - Action Hard Reset"が発生し、パーティションの起
動ができなくなる場合がある問題の修正 
 
PQ2400S2 Lite モデルで、PSU#5(Power Supply Unit)の情
報がWeb-UIでは正しく表示されているにも関わらず、SVOMなどの
サーバ監視ソフトウェアからは情報を収集することができない問題の修
正 
 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅰ. 1. (5) 
- Ⅰ. 1. (10) 
- Ⅰ. 1. (25) 
- Ⅰ. 1. (30) 
- Ⅰ. 1. (32) 
- Ⅰ. 1. (35) 

2015/11 BB15104 OpenSSH脆弱性対応(CVE-2006-4924) 
 
IOU 及び PCIe カードの故障において、故障要因がエラー通知回路
だった場合、ログに格納するエラーメッセージを IOU 及び PCIe カード
も被疑箇所に含まれるようなエラーメッセージを記録するように改善 
 
拡張パーティション構成において、sadump機能が実行された場合、
該拡張パーティションの状態が”Dumping”状態のまま停止してしま
う問題の修正 
 
PCI-Box に FC カードを搭載した拡張パーティションでクラスタ環境を
構築した場合、OS パニック発生によるノード切り替え時に該 FC カー
ドの閉塞に失敗してしまう問題の修正 
 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅰ. 1. (8) 
- Ⅰ. 1. (31) 
- Ⅱ. 3. (6) 
- Ⅱ. 3. (7) 
- Ⅱ. 3. (8) 
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提供時期 ファームウェア版数 修正内容 
2015/10 BB15092 SSDの書き込みデータ量(書き込み寿命情報)が30, 50, 70, 80, 

90(%)に達した時、SEL(System Event Log)に記録する機能
の提供 
 
システム共通部品(MMB, PSU 等)を交換する際、Hot System 
Maintenance Mode(保守モード)であるにも関わらず、ハード故障
が発生した場合に、その故障情報を誤って REMCS 通報してしまう
問題の修正 
 
SNMP Communityの IP アドレスを IPv4設定する場合、指定す
る IP アドレスの第３オクテットまでがMMBの IP アドレスと同じで、第
４オクテットの上位の桁が MMB と一致し、MMB より桁数が少ない
IP アドレスを指定すると設定できない問題の修正 
例) 
 MMB IP : 192.168.3.10 
SNMP Community : 192.168.3.1 <= 旧版では設定不可 

 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅰ. 2. 
- Ⅰ. 10. 

2015/9 BB15082 SAS SSD/PCIe SSD への書き込み回数を MMB Web-UI に表
示する機能の提供 
 
LDAP(Lightweight Directory Access Protocol)機能の提供 
 
CNA(Converged Network Adapter)カードのマルチパス構成に
おいて、Auto Boot設定により自動的に OS を起動した場合のみ、
２ポート目のブートパスが OS から認識されない問題の修正。 
 
リモートサーバより RMCP コマンドにてパーティション On/Off を実施し
た場合のみ、稀に Firmware Error が発生してしまう場合がある問
題の修正。 
 
IOU/PCI_Box にて障害を検出した際、IOU の画面ではなく、
PCI_Box の画面で Status Clear を実施してしまうと異常 SEL が
2回記録されてしまう問題の修正 
 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅱ. 1. (4) 
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提供時期 ファームウェア版数 修正内容 
2015/8 BB15074 Extended Partitioningで以下のカードをサポート 

- FC(Fiber Channel)カード 
- CNA(Converged Network Adapter)カード 
 
UEFI メニューの[PCI Subsystem Configuration]メニューに内
蔵 LAN の有効/無効を設定する機能を追加 
 
UEFI メニューの[CPU Configuration]メニューに CPU C1E の有
効/無効を設定する機能を追加 
 
Secure Boot向け FUJITSU Middleware用キーを追加 
 
BMC が高負荷状態になった時に BMC Communication Error
または BMC-MMB LAN Error が発生してしまう場合がある問題の
修正 
 
ファームウェアアップデート中に MMB Switch over が発生した場合
のみ、MMB Heartbeat Lost が発生してしまう場合がある問題の
修正 
 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅰ. 10. 
- Ⅰ. 11. 

2015/7 BB15067 DR(Dynamic Reconfiguration)： 
SB(System Board) Hot-Remove機能の提供 
 
MMB のWeb-UIに PCI スロット内蔵ソリッドステートドライブの寿命
情報を表示する機能の提供 
 
OpenSSL の脆弱性対応(FREAK：CVE-2015-0204) 
 
IPMI(send message)コマンドが発行されたタイミングで BMC リセ
ットが発生した際、BMC とシステム管理ソフトウェア間の通信がハン
グアップしてしまう場合がある問題の修正 
 
MMB間で Switch Overが発生した時、またはMMB処理が高負
荷状態になった時に“Power Supply Failure”エラーを誤検出して
しまう場合がある問題の修正 
 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅰ. 1. (16) 
- Ⅰ. 5. 
- Ⅰ. 6. 
- Ⅱ. 1. (1) 
- Ⅱ. 1. (5) 
- Ⅱ. 1. (7) 
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提供時期 ファームウェア版数 修正内容 
2015/6 BB15053 EP(Extended Partitioning)/ES(Extended Socket)機能の

提供 
 
【その他の更新内容】 
(制限・留意事項一覧を確認して下さい※1) 
- Ⅰ. 1. (12) 
- Ⅱ. 1. (3) 
- Ⅱ. 1. (6) 
- Ⅱ. 3. (1) 
- Ⅱ. 3. (2) 
- Ⅱ. 3. (4) 

2015/5 BB15045 初版提供 
 
※1 ： 製品に添付されている PRIMEQUEST 2000 Series 制限・留意事項一覧(CA92344-0736)に 
       記載されている項目番号に対応します。  
       この対応については、上記の修正内容と同じ内容を含む場合があります。 
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5 作業の流れと実施時間 
以下のフローチャートは作業の流れの概略と実施時間です。 
 
ここには事前準備(業務停止と設定変更など)、および、事後作業(復旧と起動確認など)の所要時間を記載してい
ません。お使いのシステム毎に必要な所要時間を考慮の上、作業時間をお見積もり下さい。 
 

START    

     
事前準備（業務停止、設定の一時的
変更など） 

     分 ※1 

     

ファームウェアアップデートを行なう  70～130
分 

※2 

     
事後作業（一時的に変更した設定の復
旧と起動確認など） 

     分  

     

END    

 
※1： ファームウェアアップデートのための事前準備項目はファームウェアアップデート手順書を参照してください。 
※2： ファームウェアアップデート時間はモデルと装置構成に依存します。詳細はファームウェアアップデート手順書

を参照してください。 
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